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Contents of Ginsenosides in Ginseng Health Foods
Sadahiro Kawazoe, Ayaka Kurumi, Mayu Goto
Summary
We investigated the contents of ginsenoside Rb1 and Rg1 in 8 products of ginseng health foods by HPLC. 
Ginsenosides were detected from all the products. The ginsenoside Rb1 was at the level of 0.82～ 43.5 mg/
g, and the ginsenoside Rg1 was at the level of 0.05～ 10.7 mg/g. In some ginseng health foods, ginsenosides 
contents were higher than that of the ginseng crude drug (Rb1 : 6.57 mg/g, Rg1 : 4.71 mg/g). Therefore, the 
possibility of excessive intake of ginsenosides from ginseng health foods should be considered.
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た。カラム：Inertsil ODS-3（4.6 mm i.d × 150 mm, 




5 ．HPLC によるジンセノサイド Rb1 および
Rg1 の定量
　ジンセノサイドRb1 およびRg1 をそれぞれ10 mg
精秤し，水に溶解して標準原液をつくり，それを段
階的に希釈して，10 ～ 200 μg/mL の標準溶液を調
製した。上記のHPLC測定条件で，標準溶液10 μL
を注入し，ピーク面積を測定した。標準溶液の濃度
と ピ ー ク 面 積 か ら 検 量 線 ジ ン セ ノ サ イ ド Rb1
















































ジンセノサイドRb1 およびRg1 含有量を図 2 に示し
た。
　ニンジンの健康食品（S-01 ～ S-08）のジンセノ
サイドRb1 含有量は0.82 ～ 43.5 mg/gであった。ジ
ンセノサイドRg1 含有量は0.05 ～ 10.7 mg/gであっ
た。よって，含有量は製品間でかなり幅があった。
日本薬局方の生薬のニンジン（G-01）のジンセノ
サイド Rb1 含有量は 6.57 mg/g，ジンセノサイド
Rg1 含有量は 4.71 mg/g であった。健康食品 S-01，












目安量あたりのジンセノサイド Rb1 量は 0.82 ～
86.9 mg であり，約100倍の幅となった。ジンセノ
サイド Rg1 量は0.15 ～ 21.5 mg であり，約150倍の
幅となった。また，一日摂取目安量あたりのジンセ







量 は，S-01：35 mg（2 粒 ），S-03：1.9 mg（1 包 ），







る。なお，ジンセノサイド Rb1 ＋ Rg1 の分析値は，
S-01：15.0 mg（2 粒 ），S-04：2.94 mg（2 カ プ セ











（S-01 ～ S-08）のジンセノサイドRb1 およびRg1 含
有量は製品間でかなり幅があった。健康食品に含ま
れるニンジンは，1 製品中に 1 種類あるいは複数種
類が含まれ，その違いと量がジンセノサイド類の含













































































カプセル 米国 18 mg
（1 カプセル）
0.5－1.0 g
























4.82 2.37 7.18 













17.1 6.54 23.6 


















一日摂取目安量あたりのジンセノサイド Rb1 量および Rg1 量は，試料のジンセノサイド Rb1 含有量および
Rg1 含有量の結果をもとに算出した。

































は 8 製品で，その内 2 製品が米国を原産としてい
る。原材料はコウライニンジンやコウジンである。
それらの一日摂取目安量あたりのジンセノサイド
Rb1 量は0.0 ～ 30.0 mg，ジンセノサイドRg1 量は0.0
～ 6.7 mgである。医薬品のニンジンの生薬製剤に
ついても 3 製品が調べられており，その内 2 製品が
大韓民国製造のものである。一日服用量あたりのジ
ンセノサイドRb1 量は1.7 ～ 23.9 mg，ジンセノサイ
































































































図 2　 ニンジンの健康食品（S-01 ～ S-08）および
生薬のニンジン（G-01）中のジンセノサイド
Rb1 およびRg1 含有量






































Rb1 とRg1 の量を調べている。この 2 種類はニンジ
ン 中 の サ ポ ニ ン の 内， 比 較 的 多 く 含 ま れ て い

























































セノサイドRb1 含有量は0.82 ～ 43.5 mg/gであった。
Rg1 含有量は0.05 ～ 10.7 mg/g であった。生薬のジ
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